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1. 活動の概要
　道南での外国人就労支援プロジェクト、通称

＆Uprojectは、函館・道南で働きたい外国人の

就労をすすめる取り組みをおこなっている。外

国人が希望する仕事とめぐりあうように、北海

道中小企業家同友会函館支部政策委員会と協

働し、事業主との橋渡しをおこなうとともに、

外国人雇用が道南の中小企業の人材不足を解

決する方法の一つとなるように企業に対して

も啓発活動を実施している。

　函館で暮らす外国人の多くは、外国人技能実

習生であるが、＆Uprojectでは、長く企業の発

展をともに考えていける人材として、永住・日

本人の配偶者等を中心に就労支援をおこなっ

ている。学生が地域プロジェクトとしてとりく

んでいるのは、以下の２点である。

2. 2020年4月～2021年1月末までの主な活動
①定住外国人向け合同説明会：

CFFR〈Career Fair for Foreign Residents〉

　＆Uprojectが活動を開始した当初は、定住外

国人向け合同説明会の開催を目標としていた。

就労を希望する外国人を集め、中小企業との

マッチングをおこなう合同説明会を開催する

ために外国人が集まる「場」を探し、＆Uproject

の活動を知らせてきた。これまでに函館市で開

催されている「地球まつり」や函館で日本語学

習支援をおこなう函館日本語教育研究会

（JTS）が実施する日本語教室や日本語サロン

での広報活動を実施した。これまでの活動で

は、合同説明会を実施できるまでの対象者が集

まらず、そのあり方の再検討が求められてい

る。一方、広報活動を通して、個別に就労支援を

希望する外国人に出会うこととなり、次に述べ

る定住外国人向け個別就労支援の実施へとつ

ながっている。

②定住外国人向け個別就労支援：

CSFR〈Career Support for Foreign Resident〉

　今年度のCSFRでは、道南での就労を希望す

る定住外国人を支援する「外国人サポートチー

ム 」と、外国人を雇用する「企業サポート支援

チーム」にわけて活動をおこなった。　企業側

と就労を希望する外国人への認知を広めるた

めに両チームともSNSを用いた情報発信をお

こない、親しみが湧くようにチームのマスコッ

トを作成した。さらに、外国人サポートチーム

では、道南での就労を希望する定住外国人への

支援として、外国人との個別面談や企業との面

談に同席し、企業と外国人の雇用契約の英語翻

訳の作成、求人票の英語翻訳とやさしい日本語

バージョンの作成をおこなった。企業サポート

支援チームでは、外国人雇用に関する情報をま

とめたブログの作成を開始した。また、北海道

中小企業家同友会函館支部の政策委員会にて、

外国人雇用の効果を紹介するプレゼンテー

ションを実施するとともに、動画を作成し、

YouTubeで視聴できるようにした。こうした

活動を通し、2020年4月から2021年1月の間に

２名の外国人が企業との面接を受ける段階ま

でつなげることができた。

3. 今後の課題
　地域プロジェクトの中には、単年度で完結す

るものもあれば、継続型のプロジェクトもあ

り、＆Uprojectは後者にあたる。そのため、次の

学年への引継ぎが重要となる。今年度履修した

学生があげているのは、外国人サポートとし

て、英語/やさしい日本語版の雇用条件の雛形

作成、企業サポートとしてブログ作成、外国人

就労に関する研究活動である。さらに、企業、就

職希望・就職した外国人へインタビューなどの

フィールドワークもすすめていきたい。

地域プロジェクト＆Uproject
(道南での外国人就労支援プロジェクト)報告
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　今年度の「高大接続」事業について、ここでは

函館西高校との共同研究にしぼって報告を行

いたい。年度の変わり目から報告書作成時点

（2021年1月）までに実施した、地域を活かす探

究型学習の研究概要と成果を簡単に紹介する。

　2020年3月末に、函館西高校「探究部」教員、

本学教職大学院教員、附属函館小学校教員、本

センター教育協働部門メンバーの間で、次年度

の「探究活動」カリキュラムについて協議を

行った。そこでの課題は、１学年240名の生徒

が、地域理解を進め言語能力、情報活用能力を

培うための学習内容・活動の具体化、学年進行

にそったカリキュラム構造の明瞭化、また生徒

の自己有用感や達成感、課題解決力の向上を支

援する手だての追究などであった。なお2019

年度成果の一部は、本学教職大学院研究紀要第

10巻においても報告をしている（「地域と校内

でともに支え合う『探究』カリキュラム－函館

西高校の『探究 学びかたをつくる』の挑戦

－」）。

　まず１学期（6月から7月）にかけて、函館西高

校２年生の「探究活動」カリキュラムで行った

のは、文献資料における情報活用の練習であ

る。

　年度当初、休校の影響で殆ど研究協議ができ

なかったが、6月の学校再開直後に「探究学習」

の教材作成、授業構成を準備する必要に迫られ

た。また当初２年生が計画していた、学校周辺

地域に赴いての調査活動が一切不可能となっ

たために、学校内でもできる「情報活用」のト

レーニングとして、新聞記事スクラップの要

約、各ジャンルの「新書」を利用した文献資料講

読の練習を行った。「探究部」担当教員と本学教

員（センター員、サポート学部生）との共同で、

学年全体に配布する新聞記事の見出し一覧や

要約のサンプルなど関連教材を作成した。本学

でも初年次教育の一科目として「アカデミッ

ク・スキル」を開講しているため、それらの内容

を、函館・道南や北海道内の地域理解を促す新

聞記事から拾い上げ、生徒たちがゆっくりと読

み取る機会とした。

　地域の学校支援という点で非常に充実した

事業であったが、同時に、本学が元来掲げてい

る高校までの学習成果や関心・経験をふまえた

大学教育のあり方を探る上でも、非常に有益な

共同作業となった。

　夏休みをはさんで２学期には、１年生の「探

究学習」支援に携わった。

　今年度１年生の学習は「学校の周辺を探究し

よう」という主題で、博物館、美術館などの生涯

学習機関をはじめボランティア団体、自然環

境・ペットの保護活動団体、教会や市電車庫な

ど、約20人ずつ全部で14のグループに分かれ

て見学、調査を行うものである。そのうち本セ

ンターでは、教育や子育て関連の話題に関心の

ある生徒が22人集まり、その探究活動を支援す

ることとなった。

　高校の担当教員（１年学年主任）との協議か

ら、教育問題に対する漠然とした関心をより具

体的な実践現場に即して考えてほしいと思い、

高校周辺の小学校３校に依頼して小学生向け

の掲示資料（絵本案内、教科書の面白さ、函館の

魅力）を作成することとした。また実際に小学

校を訪問して、簡単な交流の機会を設ける活動

も盛り込んだ。１年生の探究活動は、高校で年

間行事の一つとして計画のある宿泊研修とも

連動しており、そこでの情報集約作業にも同行

して、活動成果のまとめ方について直接的な指

導を行った。担当した高校生との会話からは、

活動の充実度がうかがえた。

　なお今回の「探究学習」のサポートには、本学

３年生、２年生が５名参加していた。以下の感

想は、当該学生が寄せたものである（一部）。

・大学生の立場から、高校生の学びを間近で

見て生の声を聞くことが有益だった。函館

には教育大を含めて複数の高等教育機関が

あるので、それらの教育資源や機能を中継

拠点として上手に利用できれば良い。

・函館西高校「探究活動」で取り組む内容が

学部の授業（「アカデミックスキル」）と

関連しており、高校生の時には実感が薄

かった「要約」の有用性、情報収集の手法

を俯瞰的に見ることができた。長い目で見

れば、高校生の段階でこのような経験を積

むことで今後の学習に活きてくる。自分自

身についても、取材や記録のスキル向上

（写真や動画撮影）の貴重なトレーニング

機会になった。

（補足）

　本センター教育協働部門では上述の共同研

究以外にも、市立函館高校との地域学習支援や

高校教員との懇話会などを学内関係者が個別

に実施している。それらの総括的な実績報告に

ついては稿を改めたい。

（謝辞）

　函館西高校との共同研究は本センターにお

ける継続事業ではありますが、とりわけ今年度

は教材作成、生徒の活動支援や地域関係機関と

の連携に関して多大なご理解、ご協力を賜りま

した。この場をお借りして深謝申し上げます。

■ソーシャルクリニックの活動

函館ソーシャルクリニック
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北海道中小企業家同友会函館支部政策委員会にて
2020年11月19日

YouTubeで視聴できる外国人雇用をすすめる動画

動画を視聴するQRコード

外国人向け就労支援広告チラシ

1. 活動の概要
　道南での外国人就労支援プロジェクト、通称

＆Uprojectは、函館・道南で働きたい外国人の

就労をすすめる取り組みをおこなっている。外

国人が希望する仕事とめぐりあうように、北海

道中小企業家同友会函館支部政策委員会と協

働し、事業主との橋渡しをおこなうとともに、

外国人雇用が道南の中小企業の人材不足を解

決する方法の一つとなるように企業に対して
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展をともに考えていける人材として、永住・日
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催されている「地球まつり」や函館で日本語学

習支援をおこなう函館日本語教育研究会
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での広報活動を実施した。これまでの活動で

は、合同説明会を実施できるまでの対象者が集

まらず、そのあり方の再検討が求められてい

る。一方、広報活動を通して、個別に就労支援を

希望する外国人に出会うこととなり、次に述べ

る定住外国人向け個別就労支援の実施へとつ

ながっている。
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　今年度のCSFRでは、道南での就労を希望す

る定住外国人を支援する「外国人サポートチー

ム 」と、外国人を雇用する「企業サポート支援

チーム」にわけて活動をおこなった。　企業側

と就労を希望する外国人への認知を広めるた

めに両チームともSNSを用いた情報発信をお
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訳の作成、求人票の英語翻訳とやさしい日本語

バージョンの作成をおこなった。企業サポート

支援チームでは、外国人雇用に関する情報をま

とめたブログの作成を開始した。また、北海道

中小企業家同友会函館支部の政策委員会にて、

外国人雇用の効果を紹介するプレゼンテー
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でつなげることができた。
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るものもあれば、継続型のプロジェクトもあ

り、＆Uprojectは後者にあたる。そのため、次の

学年への引継ぎが重要となる。今年度履修した

学生があげているのは、外国人サポートとし

て、英語/やさしい日本語版の雇用条件の雛形

作成、企業サポートとしてブログ作成、外国人

就労に関する研究活動である。さらに、企業、就

職希望・就職した外国人へインタビューなどの

フィールドワークもすすめていきたい。

　今年度の「高大接続」事業について、ここでは

函館西高校との共同研究にしぼって報告を行

いたい。年度の変わり目から報告書作成時点

（2021年1月）までに実施した、地域を活かす探

究型学習の研究概要と成果を簡単に紹介する。
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センター教育協働部門メンバーの間で、次年度

の「探究活動」カリキュラムについて協議を

行った。そこでの課題は、１学年240名の生徒

が、地域理解を進め言語能力、情報活用能力を

培うための学習内容・活動の具体化、学年進行

にそったカリキュラム構造の明瞭化、また生徒

の自己有用感や達成感、課題解決力の向上を支

援する手だての追究などであった。なお2019

年度成果の一部は、本学教職大学院研究紀要第

10巻においても報告をしている（「地域と校内

でともに支え合う『探究』カリキュラム－函館
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のは、文献資料における情報活用の練習であ

る。

　年度当初、休校の影響で殆ど研究協議ができ

なかったが、6月の学校再開直後に「探究学習」

の教材作成、授業構成を準備する必要に迫られ

た。また当初２年生が計画していた、学校周辺

地域に赴いての調査活動が一切不可能となっ

たために、学校内でもできる「情報活用」のト

レーニングとして、新聞記事スクラップの要

約、各ジャンルの「新書」を利用した文献資料講

読の練習を行った。「探究部」担当教員と本学教

員（センター員、サポート学部生）との共同で、

学年全体に配布する新聞記事の見出し一覧や

要約のサンプルなど関連教材を作成した。本学

でも初年次教育の一科目として「アカデミッ

ク・スキル」を開講しているため、それらの内容

を、函館・道南や北海道内の地域理解を促す新

聞記事から拾い上げ、生徒たちがゆっくりと読

み取る機会とした。

　地域の学校支援という点で非常に充実した

事業であったが、同時に、本学が元来掲げてい

る高校までの学習成果や関心・経験をふまえた

大学教育のあり方を探る上でも、非常に有益な

共同作業となった。
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究学習」支援に携わった。
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よう」という主題で、博物館、美術館などの生涯

学習機関をはじめボランティア団体、自然環

境・ペットの保護活動団体、教会や市電車庫な

ど、約20人ずつ全部で14のグループに分かれ

て見学、調査を行うものである。そのうち本セ

ンターでは、教育や子育て関連の話題に関心の

ある生徒が22人集まり、その探究活動を支援す

ることとなった。

　高校の担当教員（１年学年主任）との協議か

ら、教育問題に対する漠然とした関心をより具

体的な実践現場に即して考えてほしいと思い、

高校周辺の小学校３校に依頼して小学生向け

の掲示資料（絵本案内、教科書の面白さ、函館の

魅力）を作成することとした。また実際に小学

校を訪問して、簡単な交流の機会を設ける活動

も盛り込んだ。１年生の探究活動は、高校で年

間行事の一つとして計画のある宿泊研修とも

連動しており、そこでの情報集約作業にも同行

して、活動成果のまとめ方について直接的な指

導を行った。担当した高校生との会話からは、

活動の充実度がうかがえた。

　なお今回の「探究学習」のサポートには、本学

３年生、２年生が５名参加していた。以下の感

想は、当該学生が寄せたものである（一部）。

・大学生の立場から、高校生の学びを間近で

見て生の声を聞くことが有益だった。函館

には教育大を含めて複数の高等教育機関が

あるので、それらの教育資源や機能を中継

拠点として上手に利用できれば良い。

・函館西高校「探究活動」で取り組む内容が

学部の授業（「アカデミックスキル」）と

関連しており、高校生の時には実感が薄

かった「要約」の有用性、情報収集の手法

を俯瞰的に見ることができた。長い目で見

れば、高校生の段階でこのような経験を積

むことで今後の学習に活きてくる。自分自

身についても、取材や記録のスキル向上

（写真や動画撮影）の貴重なトレーニング

機会になった。

（補足）

　本センター教育協働部門では上述の共同研

究以外にも、市立函館高校との地域学習支援や

高校教員との懇話会などを学内関係者が個別

に実施している。それらの総括的な実績報告に

ついては稿を改めたい。

（謝辞）

　函館西高校との共同研究は本センターにお

ける継続事業ではありますが、とりわけ今年度

は教材作成、生徒の活動支援や地域関係機関と

の連携に関して多大なご理解、ご協力を賜りま

した。この場をお借りして深謝申し上げます。

■ソーシャルクリニックの活動
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